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1 は じ め に

ふん尿の適正な処理のために不可欠な敷料資材の入手

が困難になっている。また、ふん尿処理作業の省力化が

求められていることから、イナワラ等に代わる敷料資材

を探索し、省力的で低コストなふん尿処理利用技術を確

立する必要がある。そこで今回、福島県県北地方の果樹

農家で発生し、処理に苦慮している果樹 (も も、りんご)

剪定枝 (以下、剪定枝)の敷料利用について検討したので

報告する。

2試 験 方 法

(1)材料及び調査測定項目

・材 料 :剪定枝 (剪定枝破砕機 〔YAMATO CP‐ 31XIJ〕

で 5～ 15mの長さに細断したものを使

用)、 オガクズ、戻し堆肥 (副資材に剪定

校とオガクズを使用した4・■堆肥)

・場 所 :福島県畜産試験場育成牛舎

・供試牛 :ホルスタイン種雌牛 (8～ 12ケ 月齢)

。調査測定項目 :床温度、床水分、横臥時間、切り返

し時の作業性

(2)剪定校の使用割合の検討 (試験 1)

・実施時期 :(1期 )H15326～ H15416

(Ⅱ 期)H154.16～ H155,

・敷料

(I期)試験区 :剪定枝 :オガクズ=5050の混合物

対照区 :オガクズのみ

(Ⅱ 期)試験区 :剪定枝 :オガクズ=7030の混合物

対照区 :オガクズのみ

・敷料の高さ :約 14cm

・切り返し :1週間に 1回、ミニローダで全体攪拌

(3)敷料化試験 (試験 2)

・実施時期 :H16415～ H161119

・敷料 :上層 (剪定枝 :オガクズ=5050の 混合物、

水分 387%)、 中層 (戻 し堆肥、水分 662%)、

下層 :剪定枝 442%

・敷料の高さ :各層約 2∝m、 合計の高さ約 6tlcm

・切り返し :1～ 3週間に 1回、小型ロータリーで表

層攪拌

3 試験結果及び考察

(1)剪定枝の使用割合の検討 (試験1)

牛床に対する牛の快適性を示す指標として横臥時間を

調査したが、その結果、剪定枝70%区では試験後半に対

照区との差が認められなくなったが、剪定枝 50%区 は

常に対照区よりも長くなった (図 1)。 このことから、

牛の快適性は剪定枝 50%区 の方が良好であった。また、

切り返し時の作業性は、剪定枝50%区 と比べて剪定枝70%

区で混合が困難であった。これらのことから、剪定校の

使用割合は50χが適しているものと考えられた。

(2)敷料化試験 (試験2)

床の温度は、表層の温度が53℃ まで上がり、中層の温

度は40℃付近を維持しており、下層の温度は、30～ 40℃

で推移した (図 2)。 床温度の推移から、牛床で発酵が行

われていたと推測された。

床の内部の水分は試験終了時に中間層で低くなってお

り、表層と比べて 30%程度の差があった。下層の水分は60

%程度であった (図 3)。 床の水分分布は、図 4に示した

ように牛床が牛による踏圧により高密度となり、さらに層
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を形成していたことから、表層の水■l」 t、 剌層に流れるこ

とはなく、中層の水分は刊習の剪定伎に流れていつたと推

察された。

16時から8時までの横臥頭斃 」合は 80%程度で推移し

た (図 4)。 ここで、7L牛の行動が比較的安定している状態

でのア時債腰際の平均的な横臥率の範囲は70～ ∞欽 牛

床が快適で横臥しやすいと考えられる範囲は 80物災虫 牛

床に何らかの問題があり改修を考える必要がある横臥率の

範囲は 70%以下と分類できるlX、 との報告がある。この

ことから、牛の快適性は試験期間を通して良好であつたと

推測された。

4 ま

以上の結果から、剪定枝はオガクズとの使用割合が

50:50で敷料としての利用が可能であつた。また、剪定

枝ともどし堆肥、オガクズを用いた高さ 60clnの発酵床

としての利用可能性が示された。
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｀ 鶴

甕 穴 亀 た

上

中

中

中

下

1           23

図 2 床潟慮の推移

40

(試験 2)

170         21

経過日数(日 )

(上部 )

(中部)

(下部)

(%,8o

∞

４。

”

０

■ ●(」抄 中(1葡つ中く¬ゆ

図 4 床内部の水分分布
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図4 横臥頭数割合の推移 (16～ 8時)(試験 2)
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